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生
誕
百
年
を
契
機
と
し
た
�
太
宰
治
�
の
氾
濫
は
、
二
〇
一
〇
年
を
迎
え
た
現
在
に
お
い
て
も
、
止
ま
る
と
こ
ろ
を
知
ら

な
い
。
例
え
ば
「
新
潮
」
二
〇
〇
九
年
七
月
号
は
、
創
作
特
集
「
わ
た
し
の
人
間
失
格
」
を
組
み
誌
面
を
大
い
に
賑
わ
せ
た
。

数
々
の
映
画
化
を
始
め
、
関
連
書
籍
は
日
々
書
店
に
並
び
、
既
に
飽
和
状
態
と
言
っ
て
よ
い
。
�
太
宰
�
像
は
、
ク
イ
ズ
番

組
や
旅
行
パ
ン
フ
等
、
よ
り
断
片
的
な
形
態
で
消
費
さ
れ
、
メ
デ
ィ
ア
の
至
る
処
に
浸
透
・
拡
散
し
続
け
て
い
る
。

　

し
か
し
特
権
的
に
扱
わ
れ
た
の
は
、
教
材
関
連
を
除
け
ば
、
や
は
り
『
人
間
失
格
』（「
展
望
」
一
九
四
八
・
六
〜
八
）
で

あ
る
。
第
一
創
作
集
『
晩
年
』（
一
九
三
六
・
六
、
砂
子
屋
書
房
）
は
遥
か
後
景
に
退
い
て
い
る
と
言
わ
ね
ば
な
ら
ず
、
こ
う

し
た
磁
場
で
は
、『
人
間
失
格
』
の
�
大
庭
葉
蔵
�
か
ら
遡
及
的
に
「
道
化
の
華
」（「
日
本
浪
曼
派
」
一
九
三
五
・
一
〇
）
の

�
大
庭
葉
蔵
�
を
連
結
さ
せ
る
か
、
も
し
く
は
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
化
さ
れ
た
�
太
宰
�
像
を
媒
介
と
し
て
両
者
を
完
全
に
同
化

さ
せ
て
し
ま
う
。
メ
デ
ィ
ア
ミ
ッ
ク
ス
は
、
そ
の
傾
向
を
加
速
さ
せ
る
だ
ろ
う
。
荒
戸
源
次
郎
監
督
『
人
間
失
格
』（
二
〇
一

〇
・
二
、
角
川
映
画
）
で
�
葉
蔵
�
を
演
じ
た
生
田
斗
真
は
、
街
中
の
看
板
や
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
ば
か
り
で
な
く
、
角
川
文
庫
の

太
宰
作
品
す
べ
て
の
カ
バ
ー
写
真
に
登
場
し
た
。『
人
間
失
格
』
を
め
ぐ
る
メ
デ
ィ
ア
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
松
本
和
也

『
太
宰
治
『
人
間
失
格
』
を
読
み
直
す
』（
二
〇
〇
九
・
六
、
水
声
社
）
が
周
到
に
追
っ
て
い
る
が
、
小
畑
健
に
よ
る
集
英
社

文
庫
カ
バ
ー
イ
ラ
ス
ト
（
二
〇
〇
七
・
六
〜
）
が
商
業
的
成
功
を
収
め
た
後
の
展
開
は
特
に
興
味
深
い
。
二
〇
〇
九
年
一
〇

月
、
小
畑
版
�
葉
蔵
�
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
を
用
い
た
ア
ニ
メ
『
人
間
失
格
』
が
日
本
テ
レ
ビ
系
列
で
放
映
、
年
末

か
ら
は
劇
場
版
が
上
映
さ
れ
た
。
そ
し
て
ア
ニ
メ
コ
ミ
ッ
ク
『
人
間
失
格
』（
二
〇
一
〇
・
四
、
集
英
社
）
と
し
て
書
籍
化
も

果
た
す
。
内
容
を
包
む
た
め
の
一
枚
絵
が
、
遂
に
は
、
原
作
本
の
横
に
並
べ
置
か
れ
得
る
書
物
の
住
人
と
な
っ
た
。

　

一
見
、「
自
分
」
と
い
う
一
人
称
に
よ
っ
て
手
記
を
綴
っ
た
原
作
の
�
葉
蔵
�
と
、
デ
フ
ォ
ル
メ
さ
れ
た
ア
ニ
メ
キ
ャ
ラ
と

し
て
の
〝
葉
蔵
〞
は
、
余
り
に
か
け
離
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
大
塚
英
志
『
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
小
説
の
作
り
方
』（
二
〇
〇
六
・

六
、
角
川
文
庫
）
の
考
察
を
敷
衍
す
れ
ば
、
両
者
の
起
源
が
共
に
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
﹇
人
格
／
役
柄
／
記
号
﹈
で
あ
る
こ
と
に

変
わ
り
な
く
、
更
に
小
田
切
博
『
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
は
何
か
』（
二
〇
一
〇
・
一
、
ち
く
ま
新
書
）
に
従
え
ば
、
内
容
＝
コ
ン

テ
ン
ツ
を
起
源
に
置
く
従
来
の
発
想
を
反
転
さ
せ
、
商
品
＝
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
の
交
換
価
値
か
ら
派
生
し
得
る
メ
デ
ィ

ア
産
業
を
史
的
に
把
握
す
る
視
角
が
要
請
さ
れ
る
。「
道
化
の
華
」
に
お
い
て
、
書
き
手
の
「
僕
」
は
、
前
作
の
主
人
公
に

「
私
」
を
使
っ
た
直
後
の
た
め
�
大
庭
葉
蔵
�
を
用
意
し
、
そ
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
の
字
面
に
つ
い
て
論
評
し
始
め
る 　
　
 
こ
こ



で
は
、「
私
」
も
�
葉
蔵
�
も
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
﹇
文
字
﹈
の
水
準
で
並
列
化
さ
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
高
橋
源
一
郎
は
、
大
塚
が
『
初
心
者
の
た
め
の
「
文
学
」』（
二
〇
〇
八
・
七
、
角
川
文
庫
）
で
「
権
威
」
に

導
か
れ
る
空
虚
な
「
私
」
と
裁
断
し
た
「
女
生
徒
」（「
文
學
界
」
一
九
三
九
・
四
）
に
対
し
て
、「
少
数
派
の
少
数
派
」
の

「
こ
と
ば
」
を
再
現
し
た
「
革
命
的
な
着
眼
点
」（「
文
藝
別
冊
﹇
総
特
集
﹈
太
宰
治
」
二
〇
〇
九
・
五
）
を
見
出
し
て
い
る
。

高
橋
が
、
大
塚
と
同
様
に
「
私
小
説
に
お
け
る
「
私
」
と
い
う
の
は
、
実
際
の
自
分
と
イ
コ
ー
ル
で
は
な
く
て
、
実
は
立
ち

上
げ
ら
れ
た
「
私
と
い
う
キ
ャ
ラ
」」（「
メ
カ
ビ
」
二
〇
〇
七
・
一
二
）
と
述
べ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
こ
の
評
価
の
乖
離
は
、

「
私
」
＝
「
キ
ャ
ラ
」
を
共
有
し
つ
つ
も
、
い
か
に
微
細
な
テ
ク
ス
ト
の
強
度
を
読
み
出
す
か
に
関
わ
っ
て
い
た
は
ず
だ
。

　

太
宰
は
「
道
化
の
華
」
を
『
虚
構
の
彷
徨
、
ダ
ス
・
ゲ
マ
イ
ネ
』（
一
九
三
七
・
六
、
新
潮
社
）
に
再
録
す
る
構
想
を
立
て
、

佐
藤
春
夫
宛
に
「
そ
れ
ぞ
れ
、
真
、
善
、
美
の
サ
ン
ボ
ル
に
て
、
三
部
曲
」、「
之
に
大
き
な
題
を
付
し
て
、
日
本
文
学
に
は

じ
め
て
の
キ
ヤ
ラ
ク
タ
ア
を
編
み
出
す
つ
も
り
」（
一
九
三
六
年
五
月
一
八
日
付
）
と
綴
っ
た
。
こ
の
「
キ
ヤ
ラ
ク
タ
ア
」
が
、

現
在
流
通
す
る
「
キ
ャ
ラ
」
に
縮
減
さ
れ
な
い
、
広
く
《
特
質
・
特
性
》
の
意
味
に
通
じ
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
ま

た
、
文
壇
状
況
を
「
真
、
善
、
美
」
に
分
類
す
る
の
は
芥
川
龍
之
介
「
大
正
八
年
度
の
文
芸
界
」（「
毎
日
年
鑑
」
一
九
一
九
・

一
二
）
が
有
名
だ
が
、
実
は
当
時
の
メ
デ
ィ
ア
に
あ
り
ふ
れ
た
操
作
概
念
で
あ
っ
た
と
、
山
本
芳
明
『
文
学
者
は
つ
く
ら
れ

る
』（
二
〇
〇
〇
・
一
二
、
ひ
つ
じ
書
房
）
が
指
摘
し
て
い
る
。
〝
芥
川
〞
と
い
う
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
介
し
て
「
真
」
＝
自
然

主
義
的
な
「
私
」
へ
の
違
和
を
読
み
込
む
こ
と
は
魅
力
的
だ
が
、
そ
の
フ
レ
ー
ム
は
「
道
化
の
華
」
の
再
布
置
化
に
伴
い
事

後
的
に
生
じ
た
可
能
性
も
あ
り
、『
晩
年
』
刊
行
に
至
る
過
程
で
変
成
す
る
個
々
の
テ
ク
ス
ト
の
動
態
を
見
落
と
す
危
険
を
孕

む
だ
ろ
う
。
我
々
は
、『
晩
年
』前
後
の 「
キ
ヤ
ラ
ク
タ
ア
」 
を
微
視
的
／
巨
視
的
に
吟
味
す
る
た
め
、鵺
の
よ
う
な
�
太
宰
�

や
�
葉
蔵
�
を
一
旦
括
り
出
し
、
同
時
代
の
「
こ
と
ば
」
の
坩
堝
に
逆
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

だ
が
、
現
在
の
み
な
ら
ず
、
昭
和
初
年
代
の
メ
デ
ィ
ア
も
ま
た
混
迷
を
極
め
、
当
事
者
達
で
さ
え
見
取
り
図
を
作
る
こ
と

が
困
難
で
あ
っ
た
。
小
特
集
で
は
、
狭
い
視
界
を
多
少
と
も
切
り
開
く
た
め
、
太
宰
の
テ
ク
ス
ト
群
が
掲
載
さ
れ
た
諸
メ

デ
ィ
ア
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
、
地
道
に
掘
り
起
こ
す
よ
う
に
努
め
た
。
一
九
八
〇
年
代
後
期
か
ら
、『
晩
年
』
を
中
軸
に
置
い

た
解
析
が
飛
躍
的
に
進
ん
だ
こ
と
も
、
研
究
史
の
ト
ピ
ッ
ク
と
し
て
記
憶
化
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
今
再
び
『
晩

年
』
と
い
う
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
﹇
霊
印
﹈
を
果
敢
に
読
み
ほ
ど
き
、
繊
細
に
編
み
直
す
時
機
が
来
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。


